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沖縄女子短期大学 と岐阜女子大学に おける遠隔教育の

　　　　　　　　　　　　　実践に つ い て
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　〈 概要 〉 岐阜女子 大学 と沖縄女子短期大学は 平成21年 2月 に姉妹校 提携 を結び、沖縄 か らの 編入

生な どの 多 くの 学生がテ レ ビ 会議 シ ス テ ム 及び岐 阜女 子 大 学e
−Learningシ ス テ ム を利用 し た遠隔

教育に よ る授業を受講 し て い る。沖縄 の 学生は社会人 として 働 きなが ら、小学校教諭 1種免許、

幼稚園教諭 1 種免許などの 取得を め ざ し、基本的に は土曜 日、N曜 U の 岐阜女子大学 と沖縄 女子

短期大学を結 ん だテ レ ビ 会議 シ ス テ ム を使用 し て受講 して い る 。 岐阜女子 大学で は 、会社 の 都合

な ど に よ っ て 1ヒむ を 得ず欠席 され た 場合な どに対応 す るため、授業 後 2 週 間は、岐阜女子 大 学

e
−Learningシ ス テ ム を使用 し て 自宅か ら受講 で き る よ うに して い る。

　今回 の 研 究に お い て は 、こ れま で の 沖縄 女 子短期大学 と岐阜女子大学 に お け る 遠隔教育 の 実践

結果 をま とめ、そ の 経過報告 を行 な う。
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1 ．は じめ に

　岐阜女子 大学 と 沖縄女子短 期 大学は平成 21

年 2月 に 姉 妹校 提 携 を 結 び 、沖縄女 子 短 期 大 学

か らの 編入 生 な どの 多くの 学生 が 、 社会人 と し

て働きな が ら、小学校教諭1種 免許、幼 稚園教

諭 1 種免許 の 取得等を 目指 し て、テ レ ビ 会議 シ

ス テ ム 及びや 岐阜女 子人学 e
−Learning シ ス テ

ム を利用 し た遠隔教育によ る授 業を受講 して

い る 。

　今 回 の 研 究にお い て は、こ れま で の 沖縄女子

短期大 学と岐阜女 子大学におけ る遠 隔教 育 の

実践 結果をま とめ、そ の 経過報告を行な う。

2 ．遠隔教育の実践結果

　平成21年度 は 沖縄女子 短期人学か ら の 編入

生8名お よびそ の 他 の 課程履修 生 20名が遠隔教

育に よ る教職課程 の 授業 を受講 した。本年 、平

成22年度 の 新編入 生 の 15名 を含む 23名 の 編 入

生 お よび そ の 他 の 課程履修 生 20名 が遠隔教育

の 教職課程 を現在受講 して い る 。

　沖縄編入生 は 基本的に は土曜 日・日曜 日 な ど

の 休 日に、岐串．女 子 大学 と沖縄女子短期大学 と

を結 ん だ テ レ ビ 会議 シ ス テ ム に よ る リア ル タ

イ ム の 授業を受講 し、質疑応答 を行 な っ て い る。

ま た 、編入 生 以外 の 課程履修 生 に は e
−Learning

シ ス テ ム の み で の 受講者が 多い 。

　 図 4 の 岐阜女 イ遠 隔教育シ ス テ ム に ある よ

うに、本学 で は こ の 授業 の 映像 を樶影す る と同

時に e−Learningシ ス テ ム の ス トリ
ー

ミ ン グサ
ーバ に 登録 して お り、講義終 ∫後すぐに 自宅の

パ ソ コ ン な どか ら、e
−Learning シ ス テ ム の We

b ペ ージ に ア ク セ ス して 講義 ビ デ オ を視聴 で

きるもの と して い る。

　学校や 会社な ど で 働き なが ら 休 日に 受 講 し

て い る編 入 生が、勤務先 な ど の 都合に よ り欠席

した 場合 な ど に 対 処 す る た め
、 欠席 し た揚合に

は、そ の 後 の 2 週 間以内 に e
−Learning シ ス テ ム

に よっ て講義 ビ デ オ を視聴 し、視聴報告書 を提

出す る こ と と し た
。 図 1 は 提 出され た視聴報告

書の
一

例 で ある。そ の 報告書 の 内容 は  授業 ム

ー
ビ
ー

の 視聴に つ い て 、視聴 日、視聴 時間、感

想を述 べ な さい 。  本 日 の 講 義 で 理解が難 しか

っ た と 思 うの は どの よ うな点 で す か、  本 日の

講義で よく理解で きた と思 うの は ど の よ うな

点 で すか e   その 他 の 感想 。 の 4 つ で あ り、講

義ビデオ の 視聴を確実 に行 っ た こ とを確認す

る た め の簡単な内容 と し た。また 、授 業内に提

示 され る 課題 の 提 出に つ い て は 、他の 受講者と

同様 に速や かに提 出す る こ とと した。

　図 2 は授業別課題 レ ポー
ト提 出状況 で 、授業

欠席者が講義 ビ デ オ を視聴 し、視聴報告書 を提

出 した か を確認 で きる 。 また、受講者名 を ク リ

ッ クする と 図 3 の 学生別 課題 レ ポ
ー

ト提 出状

況が表示 され 、そ の 学生 の こ れ まで の 提 出履歴

な どを確 認 で き る。

　 こ れ ま で 、沖縄 の 編 入 生が テ レ ビ 会議 シ ス テ

ム を使用 し た 授業 を欠席す る こ とは 少な く、
e
−Learningシ ス テ ム の み で 受講 した例 は 少 な

か っ た 。 しか し、図 2 の ダウン ロ
ー

ド欄 に 、 授

業 に出席 した学生 に も・の 印がつ い て い るの で、
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e
−Learning の 講 義 ビ デオ を視聴 し て 授業の 補

完を して い る こ とがわかる。

　実際に遠隔教育を受講 した学生 か らは、「テ

レ ビ会議 シ ス テ ム は 「生の 授業」よ り集中でき、

楽 に 話 せ る 1 「e
−Learningシ ス テ ム で受講する

こ ともで きるの で安心 」等の意見があ っ た。

　現在、沖縄女子短期 大学 と岐阜女子大学 にお

ける遠隔教育は 2 年 目を迎え て い るが 、沖縄 の

編入生全員が順調に学習を進 め て い る、メ ン タ

ー
による遠隔授業の 前後の フ ォ ロ

ー
や、休ん だ

として も講義 の 視聴 が 出来 る とい う安心感が

良い 効果 を与えて い るの ではな い か と思 われ

る。
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